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 インフォーマントは本報告に反映させた者に限っても 80 人にのぼる。対象は
行政担当者、プライベート空間の構築者だけでなく、アーティスト、新聞記者、
プライベート空間を出入りする人びと、など多方面にわたる。現今の重層的な
都市像を描こうとする真摯な努力を積み重ねた成果を結実させた論文になって
いる。本報告で示された情報だけでなく、今後も異なった視点から整理を加え
て発表することで文化人類学会、都市社会学会などに貢献することが期待され
る。 
申請者がしばしばとりあげる包摂と排除の原理はきわめて普遍的なものであ
り、世界の各地で観察することができる。これが非常に苛烈な様相で現出して
いるのが、アパルトヘイトとその後の都市と社会の変容を経た南アフリカであ
る。南アフリカのヨハネスブルグを取り上げたことで、排除されている人びと
がたんに収奪されているのではなく、存在の意味も認められない生を生きてい
る状況にあることについて、リアリティをもって記述している。同時に、この
原理は世界の各地で共通しており、より微温的ではあっても人びとが地理的に
分断され、包摂と排除がすすんでいることが指摘されよう。先鋭的な事象を観
察できるヨハネスブルグを素材にした論考は、典型例を示すと共に、他の都市
への予見にも応用することができ、普遍性の高い成果を提供出来た。 
  都市での分断と抑圧を弥縫する手段としてアートが登場することは珍しいこ
とではない。ヨハネスブルグでも同様な構造が見られるが、本論文ではたんに
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匿名の画廊やアーティストの間の力学の記述ではなく、具体的に移住してきた
個別のアーティストを描写することに成功している。この断章のみでもいわゆ
るアートワールド研究への貢献が大である。 
  本論文全体としては、理論的にはフーコーの生権力を援用し、生活する人び
との生命が脅かされ、さらには調教されたり無視されていく構造的な進行を描
いている。国家にかわってプライベート都市が一定の社会的な責任を担うかの
ような言説もヨハネスブルグでは囁かれたが、それも結局はあらたな分断にす
すんでいる様子を示している。 
  都市を論ずることは複層的な視点が必要であり、今後は本論文で詳述してい
る南アフリカ政府、市政府、プライベート空間の開発業者、以外の多様な中間
団体にも目配りすると、さらに包括的な論考になるものと期待される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
